
事業区域図

事業名称

北九州都市計画土地区画整理事業

北九州学術研究都市南部土地区画整理事業

施行地区の位置

北九州市の中心市街地小倉より西へ約16km
ＪＲ鹿児島本線折尾駅より北へ約2km
福岡市の中心博多駅周辺より北東へ約48km

施行面積　121.4ha

計画人口　約3,500人

土地利用計画【第1期】

大学・関連施設用地

幼稚園

教育施設用地

センター用地（商業）

研究所等

住宅用地等

公共用地

38.2ha

0.5ha

7.4ha

2.3ha

12.9ha

30.1ha

30.0ha

北九州学術研究都市の位置

新北九州空港
（H18.3開港）

北九州学術研究都市

計画人口　 約12,000人（夜間人口）

【第1期】	 約121ha	 都市再生機構施行	 H7年度～H18年6月

【第2期】	 約136ha	 北九州市施行	 H14年度～H21年度

【第3期】	 約68ha	 検討中

【河川事業】	約10ha	 検討中

計　約335ha

事
業
経
緯

　
学
術
研
究
都
市
の
事
業
は
3
期
に
分
け
、
こ
の
う

ち
第
1
期
事
業
分
、
約
1
2
1
ha
を
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

が
北
九
州
市
の
要
請
を
受
け
「
北
九
州
学
術
研
究
都

市
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
」
と
し
て
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

　
学
研
都
市
は
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針
に
お
い
て

・
自
然
に
や
さ
し
く
自
然
と
共
存
す
る
ま
ち
づ
く
り

・
人
々
の
快
適
な
暮
ら
し
を
演
出
す
る
ま
ち
づ
く
り

・
開
放
的
で
分
か
り
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

　
の
3
つ
の
テ
ー
マ
を
定
め
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
一
体

的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
で
は
、
土
地
の
造
成
や
道
路
等
の

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
方

針
に
従
い
、
「
環
境
と
の
共
生
」
「
人
に
や
さ
し
い
」

「
景
観
の
配
慮
」
を
目
指
し
て
大
規
模
な
も
の
か
ら

細
か
な
も
の
ま
で
様
々
な
取
組
み
を
行
い
、
整
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
北
九
州
市
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
環
境
共
生
（
屋
上
・
壁
面
の

緑
化
等
）
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
活
用
（
地

中
熱
に
よ
る
予
冷
・
予
暖
等
）
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

資
源
の
再
利
用
（
水
資
源
の
有
効
活
用
と
排
水
浄
化

を
目
指
し
た
水
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
等
）
に
取
組

み
、
自
然
・
環
境
を
大
切
に
し
た
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス

を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
熟
成
に
は
、
宅
地
の
早
期
販
売

が
重
要
課
題
で
す
。
今
後
の
販
売
に
つ
い

て
は
、
業
務
施
設
系
12
・
4
ha
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
現
在
、
市
施
行
の
第
2
期

事
業
（
学
研
北
部
地
区
）
も
含
め
た
北
九

州
学
術
研
究
都
市
全
体
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
商
業
系
集
客
施
設
立
地
が

可
能
と
な
る
よ
う
な
用
途
・
地
区
計
画
に

変
更
す
る
よ
う
関
係
部
局
と
協
議
・
調
整

を
進
め
て
お
り
、
早
期
の
施
設
用
地
販
売

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
北
九
州
学
研
都
市
は
第
1
期
の
事
業
収

束
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
は
さ
ら
に
地
区
内
の
各
種
施
設

の
誘
致
や
住
宅
用
地
の
販
売
に
取
組
み
、

ま
ち
の
熟
成
を
図
り
、
地
域
の
方
々
の
期

待
に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成 7年 4月

平成 8年 2月

平成13年 4月

 

 
 

 

平成14年 4月
 

10月

平成15年 4月

平成17年 7月

平成18年 6月

都市計画決定

事業計画認可

北九州市立大学 国際環境工学部開学

早稲田大学 理工学総合研究センター開設

クランフィールド大学日本センター開設
GMD-japan研究所移転

福岡県リサイクル総合研究センター開設

国立九州工業大学大学院生命体工学研究科
校舎オープン

北九州市住宅祭（第１期戸建住宅供給）

早稲田大学大学院 情報生産システム研究科 開設

センター施設オープン

換地処分公告（6/23）

事業経緯

学研キャンパス全景（地区東部より望む）

平成13年4月 北九州市立大学国際環境工学部（公立）平成14年4月 九州工業大学大学院 生命体工学研究科（国立）平成15年4月 早稲田大学大学院情報生産システム研究科（私立）

既存ため池の利用 

（北九州市立大学内花村池）

住宅地

　
「
北
九
州
学
術
研
究
都
市
」
は
北
九
州
市
が
平
成
元
年
1
月
に

発
表
し
た
北
九
州
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
構
想
の
4
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ひ
と
つ
と
し
て
「
新
北
九
州
空
港
」
、「
響
灘
環
黄
海
圏
ハ
ブ
ポ
ー

ト
」
、「
東
九
州
自
動
車
道
」
と
あ
わ
せ
て
、
市
の
未
来
を
担
う
都

市
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
北
九
州
市
は
、
こ
の
学
研
都
市
の
目
標
を
「
ア
ジ
ア
の
中
核
的

な
学
術
研
究
拠
点
」「
新
た
な
産
業
の
創
出
、
技
術
の
高
度
化
」
と

し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
に
近
い
と
い
う
地
理
的
優
位
性
か
ら
、
先
端

科
学
技
術
の
教
育
・
研
究
を
行
う
大
学
等
の
集
積
や
工
業
都
市
と

し
て
産
業
技
術
の
集
積
を
学
研
都
市
の
研
究
開
発
と
結
び
つ
け
る

産
業
の
創
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
中
核
と
な
る
大
学
等
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
「
北
九

州
新
大
学
構
想
」
の
も
と
に
理
工
系
の
国
立
、
公
立
、

私
立
大
学
が
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
教
育
研
究
環
境
の
形
成
と

未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
、
施
設
の
共
同

利
用
な
ど
互
い
に
協
力
し
、
連
携
を
深
め
な
が
ら
教
育

研
究
を
行
う
我
が
国
初
の
試
み
で
す
。

　
学
術
研
究
都
市
の
開
発
は
、
周
辺
の
自
然
環
境
を
生

か
し
な
が
ら
、
良
好
な
住
宅
地
の
供
給
を
同
時
に
行
う

「
複
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

施行地区界

一般住宅地

大学・関連施設他

セ ン タ ー

研 究 施 設

沿 道 施 設

溜　　　池
墓　　　地

病　　　院

神　　　社

小　学　校

教 育 施 設

水 道 施 設

鉄　　　塔

変電所用地

公　　　園

都 市 緑 地

歩行者専用道路

水　　　路


